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五言律詩の平仄式、及び拗句について(古 川)

五言律詩 の平仄 式、及び拗 句について

教学上の観点から

古 川 末 喜

(一)は じめに

唐詩は、我々日本人に最 もな じみの深い中国文学の一つである。

しか し、唐詩 とりわけ律詩を、普通に文学作品と して鑑賞する場合、押

韻は注意するに しても、全体の平仄 配置にまで 目を向ける場合は、そう多

くはないようである。

もちろん、平仄 を明らかにせずとも、ほとんどの場合、作品の主題やモ

チーフ、特徴、詩人の思想や人と為 り等が理解できることは確かである。

現にそうした作品論、詩人論です ぐれた論考はいくらで もある。というよ

りは平仄 配置が明らかになつたとしても、作品論、詩人論には反映されに

くいという方が実際に即 しているかもしれない。

恐 らくこのことが平仄 があまり顧みられない根本的な理由であろう。 し

か し、もう一方で、韻文の専門家を除いての話だが、一般的に見て、平仄

の問題が敬遠 されているフシがあるのも事実である。それは一体どうして

だろうか。

律詩の平仄 式自体は非常に簡単である。 ××○○ ×、 ×××○0、 ○○

0× ×、0○ ××○の四種の律句と、それがどのように連結されるかという

反法 ・粘法、及び句末の平仄 交替を知つておれば、とりあえず十分である。

しか しそれに もかかわらず、律詩の平仄 と聞いただけで何か消極的にな

りがちなのは、平仄 式の原理 ・原則が難 しいからとい うのではなく、その

原理 ・原則に様々な例外や許容事項があり、その説明の仕方が非常に難解

になつているか らだ と思われる【u。

例えば、最近の漢詩入門書に載せる平仄式を次に掲げてみよう【2】。

●●○○●、①○●●◎。

①○○●●、①●①○◎。 ○は平字、

①●○○●、①○●●◎。 ●は灰字(以 後×で代用)

①○○●●、●●●○◎。 ①は平仄 両用、◎は平韻

た しかに、これには、一つの表で済ます ことができるという便利 さはあ
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るが、このいろんな記号が散 りばめ られた複雑な平灰式を見れば、たいて

いの初学者がお じげついて しまうに違いない 【3】。

また、この方面のバイブル的存在である王力の 『漢語詩律学』では、例

外 ・許容事項が、次のように定義 してある【4】。

××○○ ×=a、 ○○○ ××=b、 ×××○0=A、 ○○ ××○=Bと

いう前提のもとに、

甲種拗:Aabの 律句の第一字が拗 した もの

乙種拗:第 三字が拗 したもの

丙種拗:B律 句の第一字が拗 したもの

子類特殊形式:b律 句の第四字が拗 した もの。 「特拗」 とも呼ぶ

丑類特殊形式:a律 句の第四字が拗 した もの

これは、甲乙丙 ・子丑などの名称にまず違和感があり、さらにそれがど

の型の律句の、第何字 目の拗かを記憶で結び付けねばならず、初学者にとつ

てな じみやすいものとは決 して言えない。

このように律詩の平灰式の例外 ・許容事項(拗 句)を めぐる問題は、現

状では必ず しも単純明快な説明法になつていない。そ こで、この問題をもっ

とすっきりと説明する方法がないものか、という問題意識から出発 し、私

なりの理解の仕方を提示 してみたのが小論である。

なお小論で、近体詩の中でも五言律詩のみを取 り上げたのは、絶句は律

詩を半分にすればよく、七言詩は五言詩の上に二字を加えればよいか らで

ある。いずれ も、五言律詩の平灰式の中に近体詩の平灰のエ ッセンスが含

まれてお り、それさえ理解 しておけば、後は応用がきくか らである。また

押韻については、すべて律詩 としての押韻法を守 っているとの前提の もと

で話をすすめる。

(二)平 灰式モデルの求め方

ここに五言八句一韻到底の詩があるとする。この詩が律詩であるかどう

かを、平灰上か らどのように判断すれば よいか。またここに五律に分類 さ

れた詩があったとする。それが、なぜ、どのようにして律詩であると言え

るのか。またそれは平灰上、どれぐらい整 った律詩 と言えるのか。これ ら

の問に答えるためには、まず評価 ・検討する際の基準 となるものが、 しっ

か りと確立 されていなければならない。そ してその基準なるものは、曖昧

且つ複雑であるよりは、単純且つ明晰であることが望ま しい。

五律の場合、その基準となる平灰式は、周知のように次の二つのみである。
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五言律詩の平灰式、及び拗句について(古 川)

灰起式 ××○○ ×、

○○ ××○ 。

○○ ○ ××、

×× ×○○ 。

××○○ ×、

○○ ××0。

○○○ ××、

× ××○○ 。

平起式 ○○○ ××、

×× ×○○。

××○○ ×、

○○ ××○。

○○○ ××、

×× ×○○.

× ×○○ ×、

○○ ××○ 。

この二つを頭にたたき込んでおけばよいのであるが、何の規則性 も無 しに

これだけを丸暗記するというのはそ う容易なことではない。だが実際には

その必要はなく、冒頭でも触れた四種の律句をまず覚えておけばよいので

ある。ただ最低限その 〈四律句〉だけは、理屈抜 きで丸暗記 してお く必要

があるし、そうでなければ実践的にも役立たない 【5】。

さて この四律句は、必ず×xOO× は○○ ××○ としか対にならず、0

○○ ××は××xO○ としか聯を作 らない。 この二つの律句か らできた一

対を律聯 と呼び、それぞれ上句の第二字 目の平灰がいずれであるかによっ

て、

灰起律聯 平起律聯

と呼び慣わ している 【6】。この律聯の構成は非常に分か りやす く、平 と灰

が上句と下句で完全に裏表になっていることが一目で見て取れる。従って、

この二対の律聯を頭に入れることは決 して困難ではないはずである。先の

四律句は、このような二組みの聯の形で覚えてお くのがよい。

さて、それぞれの聯は第何字 目でみて も上下句の平灰が逆になっていた

わけであるが、第二字 目に特に着 目して、そこの平灰が一つの聯の中で対

になることを反法 と呼んでいる【7㌔ この反法が、律句が律聯を構成する

際の原理であるが、もう一つ、句末の平灰交替の原理も忘れてはならない。

ただ第五字 目の平灰が交替 してい くというのは、句から聯が作 られてい く

場合だけに限らず、一首全体を貫 く原則で もある。

かくて四つの律句から二つの律聯が出来るわけだが、次にこの聯 と聯が

結合 して一つの絶(律 絶)と いう単位を作る。 この聯どうしが連結されて

行 くときの原理は、粘法と呼ばれる。粘法 とは、前の聯 と後の聯の連接 し

た部分の第二字 目が、それぞれ隣 りどうしで同 じ平灰になること、そのよ

うな聯 どうしの連結法の ことを言う。従 つて、四律句では、
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中国文学論集 第二十一号

の二つの粘法 のみで ある。 これ によ って、絶 の単位 は、

灰起絶 平起絶

の二 つ しか ない ことに なる。

律詩は、この同じ型の絶を二度繰 り返 したものだが(或 は、粘法で次々

と律聯を連結していったものと言っても同じ)、粘法を知 っておれば、 この二

種類の絶は自動的に作られるので、それをそのまま覚えこむ必要はない。

結局、初めに述べた四律句、反法、粘法、句末の平灰交替の原理 さえ知つて

おれば、律詩の純粋な平灰式を機械的に組み立てることが出来るのである。

以下、それを念のために四律句の模式上で試みてみ る。

例えば、ある任意の句が偶数番目の句であつたとす る。偶数番 目の句は

押韻句であるか ら、一聯の中では下句、その第五字 目は平声、のはずであ

る。従ってその律句は、○○ ××○か、 ×××○○かに しぼられる。第二

字 目の平灰を見て、平なら○○ ××○ となり、灰なら×××○○ と決定さ

れる。(第 二字 目の平灰が確定 し難いときは、前後の句の第二字目をにらみな

がら見当をつけていく)

もし第二字 目が平で、下句が○○ ××0と 決定されたなら、その上句は、

反法で ×××○0、 又は××○○ ×となるが、句末の平灰交替で ××○○

×に確定 される。(或 は律聯は、互いに裏返 しの形が一対になったものと覚え

ておけば××○○×の句式がすぐさま出てくる。このやり方が早くて実用的。以

下も同じ。)

以上か ら律聯の模式が、

と決まれば、次は粘法によって、後に続 く聯ならその聯の上句が、○○○

××か、○○ ××○かの二つの可能性に しぼ られて くる。そ こで、句末の

平灰交替の原理を用いると、○○○ ××に決定 される。そ してその下句は、

反法 と句末交替(も しくは裏返 し句型)で 、 ×××○○と決まる。
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五言律詩の平灰式、及び拗句について(古 川)

かくてその他の場合 も上記の要領で、四律句を材料に、反法、粘法、句

末交替の原理を臨機応変 ・縦横無尽に駆使 しながら、その律詩の平灰式の

理想型を導き出 していけばよいのである。

(三)拗 の表記式

以上は、その律詩がモデルとしている平灰式を見極めるための方法であ

る。このモデルとなった平灰式はあ くまで理想的な形で、現実の律詩はこ

の理想型からはずれることが多い。そういつた理想の平灰配置を踏み外す

ことを 「拗する」と言い慣わ しているが、実際には、一つの拗 もなく理想

型のままに作 られることの方が、む しろ極めて稀なほどである。

さて、拗、即ちそのモデルか らはずれた例外や許容事項には、さまざま

な場合が認められてお り、 しか もその拗につけられた名称は、冒頭でも触

れたように、必ず しも初学者に分か りやすいものとはなつていない。そこ

で、ここでは以下のような呼び方を提唱する。

五言句では拗の出現す る可能性のある箇所は、機械的に考えて第一字 目

から第五字 目まで五箇所ある。そこでその拗が第何字 目で発生したかによつ

て、その拗の名前をそれぞれ第一字拗、第二字拗、第三字拗、……などと

呼ぶことにする。

また、実際の詩における拗の発生状況を、例えば 〔1-1・3〕 などの

数式表記の方法で表わすことにす る。 〔 〕内のハイフォンは上句と下句

を分け、数字が表記 してある場合はその字数目の所で拗 していることを示

す。従 つて拗 していない所は数字も表記 されない。上記の 〔1-1・3〕

は、上句に第一字拗、下句に第一字拗 と第三字拗が発生 していることを意

味する。単句のみで示す時は、例えば上述の下句は 〔1・3〕 などとす る。

さらに灰起聯をzで 、平起聯をpで 表わ し、それぞれ聯内の上句をa、

下句をbで 示す ことにする。 こうして上記の 〔1-1・3〕 が灰起聯なら

ば、それはz〔1-1・3〕 と表記でき、その上句はza〔1〕 、下句は

zb〔1・3〕 と表わせ る【8】。一首全体は灰起式ならzpzp、 平起式

ならpzpzと なる。

(四)第 一字拗

第一字拗は、拗の中で も最 も軽い拗 とされる。従 って、頻繁に出現 し、

拗する拗 しないは完全に自由である。ただ しこれは○○ ××○式を除いて
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中国文学論集 第二十一号

の話であ り、00× ×0式 の場合はこれ と正反対に最 も重い拗 とされる。

従ってこの場合、拗する時には必ず救わなければならず、拗 して救わない

というのは極めて異例 とされる。

00× ×○式以外での第一字拗は王力の甲種拗に相当する。

今ここに単句次元での第一字拗の出現状況を、 『唐詩三百首』中の五言

律詩七九首によつて見てみると、次のような表になる。(但 し表中には第
一字拗と関連の深い第三字拗も記載してある。)⑨

このささやかな調査からも前述のことが確認できる。まず○○ ××○式

律句zbを 除いて考えると、他の三律句では、第一字だけを拗 している句

の総計が約163、 何 も拗 しない三つの純粋律句の出現数が約153で 、む しろ

拗する方が若干多 くなつている。 さらに第三字拗 との複合拗約19も 入れる

と、第一字に関す る拗句は約182と なり、その差は顕著にな り、拗する方

が拗 しないものより確実に多 くなって しまう。

このことか らzb〔 ○○ ××○〕を除いた三律句では、第一字拗がいか

に軽いかがわかる。 もっと極端な言い方をすれば、その三律句では第一字

は拗 しないより、拗する方がより普通 とまで言い得るか もしれないのであ

る【10】。

さて、zb〔 ○○ ××○〕で、第一字目を拗 して灰にする必要がある場

合は、必ず第三字目も拗 して○○ ××○ 〔1・3〕 とする。 もし第一字 目

を拗す るだけなら、×0× ×○ となり、この拗句は近体詩で最 もタブーと

されるという。それがどれくらいタブー視されるかというと、王力によれば、

『全唐詩』全巻中でわずか一例 しか犯 したものがないという程である【11】。

一100一 i8



五言律詩の平灰式、及び拗句について(古 川)

ではなぜ、 ×0× ×○が、それほどまでにタブー視 されるのだろうか。

王力は、 「韻脚の平声字は固定 した ものであ り、これ以外では句中にはた

だ一個の平声字が残るだけで、孤平は詩家のタブー視す るところだから」
【12】とい うが、これを もう少 し、私な りに敷衛 してみると次のようになる。

この句の特徴は、単に第二字 目が孤平 という所にあるのではない。もし

第二字 目が孤平というだけなら、0○ ○ ××式律句の拗句である×○ ×0

×や ×○ ×××もそうであるが、前者は時々出現する し、後者に至っては

拗句 として公認 されてさえいる。この句の特徴は、平声の押韻句であるこ

と、韻脚以外は第二字 目だけが平声で、他は灰声であること、の二点であ

る。 ところで五言句は、一般に上二字 と下三字とに分けられ、第二字 目の

ところでは何が しかの断絶がある。朗訥でも第二字 目で長 くのば した り、

息継 ぎを した りすることが多く、韻律上目立つ部分 と言える。 よりによつ

てその部分と韻脚だけが平声だと、その部分の平声 と脚韻とがまぎらわ し

くなり、押韻の効果が薄れるからである。

(五)第 二字拗

第二字拗は、律句としての資格を失 うほどの重大な違反で許 されない。

もし拗すれば、二四不同、反法、粘法を犯すことになる。が、そもそ も律

詩に第二字拗はあ り得ない。と考えておいて普通は間違いないであろう。

第二字拗であればまず必ず失対 となるが、王力(前 掲書百十三頁)は 、

失対の例は僅かに七例 しか挙げることが出来ないと言う。その中の一つ、

儲光義 「京口 送別 王四誼」(押韻は下平声十一尤韻 ・首句入韻)は 、

江上 楓林 秋、

江中 秋水 流。

清農 惜 分挟、

秋 日 尚 同舟。

落潮 洗 魚浦、

傾荷 枕 駅楼。

明年 菊花 熟、

洛東 涯膓 遊。

のように第三聯がz〔2・3-0〕 、第四聯がp〔3・4-2〕 と、 〈律

句の第二字 目〉でそれぞれ拗 している。王力は、この第二字拗が二箇所発

生 した詩を律詩と見なしているようであるが、少な くとも平灰上からは、

この詩はほとんど律詩 とは認めがたいものである。 もしもこうした第二字
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拗が認められるとするのな ら、ある特別な意味を有する例外事項 として取

り扱われるべきであろう【13】。

また第二字 目を拗す ると失対になるのだが、逆に失対だからと言 って、

必ず しも第二字拗とはならないことに注意 しなければならない。王力の挙

げる失対の例を見てみると、ここで言うような、 〈律句の第二字 目〉を拗

した第二字拗ではないものもある。それ らは単句としてはそれぞれ律句を

用いているのだが、 〈律詩としての句結合=律 聯〉が出来ていないだけで

ある。例えば、杜甫の 「憶弟」(押韻は上平声五微韻)、

且喜 河南 定、

不問 郊城 園。

百戦 今 誰在、

三年 忘 汝帰。

故園 花 自発、

春 日 鳥 還飛。

断絶 人煙 久、

東西 消息 稀。

この詩は第一聯が失対 しているが、第一聯そのものは上下句ともきれいな

律句で構成 されている。これは、第一句にpa〔 ○○○ ××〕が来るべき

ところがza〔 ××00× 〕が来ているだけで、これを以て 〈律句の第一

字 目、第二字 目、第四字目〉が拗 しているとは見なさないのである。 この

詩は第一聯の失対を除けば、後はほぼ完壁な律詩である。従 つて杜甫が稀

に行 う意図的な破格として、例外的に律詩の中にいれてよいものである【13】。

また失粘について も同様で、失粘だからといって、第二字拗だとは限ら

ない。失粘は、近体詩 としての律聯 どうしの組合わせ方を規則どお りには

実行 していないもので、律聯その ものの内部構造を破壊 しているわけでは

ないか らである。

例えば、次の陳子昂の 「送別 崔著作 東征」は、 『唐詩選』の五言律詩

の部分に収められている詩であるが、第一聯 と第二聯、及び第三聯 と第四

聯(起 聯 ・頷聯 ・頸聯 ・尾聯を便宜的にこう呼ぶことにする)の 結合部分でそ

れぞれ失粘 している。

金天 方 粛殺、

白露 始 専征。

王師 非 楽戦、

之子 慎 佳兵。

海気 侵 南部、
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辺風 掃 北平。

莫費 盧竜 塞、

帰遽 麟…閣 名。

この詩で、第二聯の上句は、za〔 ××○○ ×〕が来るべきところである

のに、pa〔 ○○○ ××〕が来ている。だか らこれを機械的に考えると、

第一字、第二字、第四字が拗 しているように見える。 しかし実際にはこれ

を第一字拗、第二字拗、一… ・などとは言わない。 これは、灰起律聯が来

るべき所に平起律聯が来ているにすぎない。各々の聯自体は、かなり模範

的な律句を用いて、反法がきちんと守られたきれいな律聯が出来ているの

だが、聯と聯 とを結ぶ粘がうま く出来ていないだけのことである。

失粘は、拗格すなわち一つの格律 として、律詩の中に入れられことがあ

るが、失対はほとんど律詩 とは認められていない。 これはなぜそういうふ

うに言えるのかというと、律詩への発展の道は、まず二四不同を備えた律

句が出来、次に六世紀に反法によって律聯が整えられ、最 も遅 く七世紀に

粘法が発見 されて、はじめて律詩が完成 したという歴史的経緯があるから

である【15】。律詩の必要条件は、律句ではなく律聯であ り、律聯が出来て

いれば、最 も遅 く出来た粘法は大 目に見られるのである。

(六)第 三字拗

王力の言 う乙種拗 に相当する。

第三字拗は第一字拗、又は第四字拗 と密接に関連 している場合(拗 救)

がある。ここでは第一字拗 との関連についてだけ取 り上げ、第四字拗 との

関連については第四字拗の項で述べることにする。

第三字が拗すれば、下三字の部分で孤平、孤灰、平三連、灰三連が出現

し、あまり好ま しいこととはされない。従つて第一字拗に比べて、第三字

拗は少ない。その中で も特に平三連は、古体詩の平灰 リズムとされ、近体

詩ではタブー視 されている。

しか し実際には、第三字を拗 したものも少なくない。今日、律詩 と見な

されているものから第三字拗を調べてみると、四律句のどの句式において

も第三字拗が出現 している。このことは、結果 としてみれば第三字拗は許

されるとい うことである。但 し、結果的には許 されるとは言つて も、その

許容度には、句式によつて自ずか ら違いがある。 しば しば出現する句式は、

その拗はほ とんどフリーパスで、滅多に出現 しないものは、かな りタブー

視 された重い拗だということである。そのことは 『唐詩三百首』の五律中
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に於て もよく示されている。

ここで前掲の表を参照 していただくと、第一字拗 と第三字拗 とでは、第
一字拗が第三字拗より出現数が多 くなっていることが確認できる

。つま り

律句の出現総数約270を100と すると、第一字に関する拗句の出現回数約19

4は約70、 第三字に関する拗句の出現回数約81は 約30と なっている。 しか

も多寡の差はあるものの、いちお う四種の律句でみな発生 している。

また下三字の平三連が重大な タブーであることも、この表から確認でき

る。下三字の孤平、孤灰、灰三連の出現数は、約26、30、22と あまり大 き

な差はないのに、平三連が約3と 、際立 って少ない。 これについては鈴木

松江(注 【11】に既出)の 調査結果も、 『唐詩選』五律 ・排律中で僅かに

三首のみとなっている【16㌔

また律句の出現数約270に 対 して、第一字または第三字で拗 している句

が約244で 、律句と拗句の出現数にはあま り大 きな差はない。これに第四

字拗50弱(後 述)を 加えるとこの差は逆転 し、律句 より拗句が多 くなる。

つま り律詩といえどもその大半は、拗句か らなっているということになる

のである。

(七)第一 ・三字拗に関する複合拗

以上から、単句次元では軽重 ・多寡の差はあるもののすべての律句で第

三字拗が出現 し得ることがわかつた。では次に聯の単位ではどうであろう

か。また第一字拗 との関連に於いてはどうであろうか。

今、聯単位で第一字拗 ・第三字拗のすべての組合わせを考えてみると、

以下に掲げる表のように灰起聯、平起聯でそれぞれ十六通 りずつあること

になる。律詩においてこれらの句式が出現 し得るのかどうかを見てみると、

中井積善の調査によれば、一応すべて出現 し得るということになる。

この表で、"約 ～回"と あるのは、 『唐詩三百首』五律中の調査結果で

あり、"律 兆"と あるのは中井積善 『詩律兆』(鳳出版、日本詩話叢書第十

巻所収)に 用例が拾つてあるもの。"兆 附"と あるのは、用例が無いか、

極めて少ないかで、(邦 人のよく誤用するものとして)『詩律兆』の各篇末

に附 されているもの。"王 力"と あるのは、王力の 『漢語詩律学』が拗救

として認めているものである【17】。なお丸数字は聯 内の平と灰の比率を示

す。

「96一 22



五言律詩の平灰式、及び拗句について(古 川)

◇ 〔灰起聯〕

z〔0-0〕

z〔0「1〕

z〔0「3〕

z〔0「1・3〕

z〔1「0〕

z〔1-1〕

z〔1「3〕

z〔1-1・3〕

z〔3「0〕

z〔3-1〕

z〔3-3〕

z〔3-1・3〕

z〔1・3「0〕

z〔1・3「1〕

z〔1・3「3〕

z〔1・3-1・3〕

× ×○ ○ ×、0○ × ×○

× ×○ ○ ×、 ×○ × ×○

× ×○ ○ ×、○ ○ ○ ×○

×x○ ○ ×、 ×0○ ×○

○ ×○○×、○○××○

○×○○x、 ×○××○

○ ×○○×、0○ ○×○

○×○○×、×0○ ×○

× × ×○ ×、0○ × ×○

× × ×○ ×、 ×○ × ×○

× × ×○ ×、○ ○ ○ ×○

× × ×○ ×、 ×0○ ×○

Ox× ○ ×、00× ×○

○ × ×○ ×、 ×○ × ×○

○ × ×○ ×、○ ○ ○ ×○

○ × ×○ ×、 ×○ ○ ×○

⑤:⑤

④:⑥

⑥:④

⑤:⑤

⑥:④

⑤:⑤

⑦:③

⑥:④

④:⑥

③:⑦

⑤:⑤

④:⑥

⑤:⑤

④:⑥

⑥:④

⑤:⑤

約65回

0兆 附

約5回 律兆

約1回 律兆 王力#1

約48回

0兆 附

約2回 律兆

0律 兆

約4回 律兆#2

0兆 附

約3回 律兆 王力#3

約3回 律兆 王力#4

0律 兆

0兆 附

約8回 律兆

約8回 律兆

#5

#1〈 唐詩選67首 中0句 〉#2〈 唐詩選五律排律100余 首 中6句 〉#3〈 唐 詩選

中3句 〉#4〈 唐 詩選 中14,5句 〉#5鈴 木松江に1例(以 上 〈〉内は鈴木

松江前掲書の指摘)

◇ 〔平起聯〕

P〔O-O〕

P〔0-1〕

P〔0う3〕

p〔0-1・3〕

P〔1-0〕

P〔1-1〕

P〔1-3〕

p〔1「1・3〕

P〔3-0〕

P〔3う1〕

P〔3-3〕

p〔3-1・3〕

p〔1・3「0〕

p〔1・3-1〕

p〔1。3「3〕

p〔1・3「1・3〕

0○ ○ ××、×××00

0○ ○ ×x、 ○ ××0○

○○○ ××、××○○○

○○○ ××、○ ×○○○

×○ ○ ××、 × × ×0○

×○ ○ ××、○ × ×○ ○

×○ ○ ××、 × ×○ ○○

×0○ ××、○ ×000

00× ××、 × × ×0○

0○ × ×× 、○ × ×00

○○ × ××、 × ×○ ○ ○

○○ × × ×、○ ×○ ○ ○

×○ × × ×、 × × ×○ ○

×○ × × ×、 ○ × ×0○

×○ × × ×、 × ×○ ○ ○

×○ × × ×、 ○ ×○ ○ ○

⑤:⑤

⑥:④

⑥:④

⑦:③

④:⑥

⑤:⑤

⑤:⑤

⑥:④

④:⑥

⑤:⑤

⑤:⑤

⑥:④

③:⑦

④:⑥

④:⑥

⑤:⑤

約18回

約16回

0律 兆 兆附

0律 兆 兆附

約24回

約30回 王 力

0律 兆

0律 兆 兆附

約6回 律兆

約13回 律兆

約1回 律兆 兆附 王力

約1回 律兆 兆附

0律 兆

0律 兆

0律 兆 兆附 王力

約1回 律兆 兆附

23 一95一



中国文学論集 第二十一号

先に見たように、第一字拗 に関 しては押韻句第二字を孤平にするzb

〔1〕 が極めて重い拗であつたのに対 し、第三字 目では下三平をもたらす

pb〔1x・3〕(xは 任意に1または0)が タブー視 されていた。その二つを

比べると、やは りzb〔1〕 がpb〔1x・3〕 よりず っと深刻な拗であ

る。そのことはこの表で、zb〔1〕 が兆附に しか見えないのに対 してp

b〔1x・3〕 が時々出現 していることか らも首肯できる。

この ことからこの二つの拗を強いて区別すれば、zb〔1〕 は律詩 とし

ては許容範囲外 としたいもの、pb〔1x・3〕 はかろうじて許容範囲内

に入れるものと言うことができよう。こういう立場に立てば、前掲表でz

b〔1〕 の句を持つ聯z〔1x・3y-1〕(x,yは 任意に1または0)を 除い

て、その残 りすべてを律詩を構成する聯として認めてよいことになる。つ

ま り押韻句第二字孤平を除きさえすれば、第一字拗、第三字拗が発生 して

も何とか許 されるということである。(所 謂一三不論)

さて、第一字拗 と第三字拗は、一句内、或いは一聯内で様々に複合 して

現れることが少な くない。 この現象のなかで も特に第何字 目かが拗 して元

の平灰の比率が破られた際、どこか もう一箇所で故意に拗 して、元来の平

灰の均衡を取 り戻そうとしている場合を普通、拗救(救 極)と 呼びな らわ

している。その時、一句内で処理 される場合と、聯内(対 の句)で 処理さ

れる場合とがあり、それぞれ本句 自救 と対句相救(王 力の呼称法を借用)

と呼ぶ。

ところが前掲表からすると、第一字拗 ・第三字拗等の複合拗に関 しては

拗救 という考え方はほとんど意味がないと言える。

例えば、p〔3-3〕 は対句相救型の拗救として公認 されているもので

ある。確かにこの場合、上下句に同時に第三字拗が出現 したことによって、

平灰の均衡は5:5と 保たれている。 しか し本句 自救 と対句相救を複合 し

たため、却つて4:6と 不均衡になって しまったの も少な くない。公認さ

れているもので も、p〔1・3「3〕 、z〔3「1・3〕 がある 【18】。

逆にp〔3=1〕 、z〔1・3-1・3〕 は、平 と灰の比率は5:5で 、

出現数 も決 して少なくない。それにもかかわらず拗救 として公認 されてい

ないのは不公平である。

また対の句にまたがって拗が出現 して も、それは対句相救ではなく、第
一字拗、第三字拗がそれぞれ勝手に出現 していると考えても全 く問題無い

し、む しろそう考える方が正 しい場合もある。 というのは、z〔1-3〕

など形と しては対句相救だが、救 うどころか逆に7:3と なって不均衡を

拡大させているものもあるか らである。 さらに非常に例の多いp〔1=1〕
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などは、王力の言 うように詩人の意識の中では対句相救だったか もしれな

い。 しか しこの場合で も、p〔1「1〕 と同時にp〔0=1〕 、p〔1-

0〕 なども多数存在す ることからすると、やは り各句で勝手に拗が発生 し

ていると考えるほ うが妥当である。

このように現行の拗救という考え方、その語の用い方はあいまいである

から、以上を踏まえて、第一字拗、第三字拗、及びその複合形式は、一句

内で も聯内でも発生 しうるのであ り、その中でもたまたま平灰の均衡が回

復されているとい う特別な場合を、特に拗救と呼ぶ、と言い換えたほうが

よさそ うである。畢寛 「拗救」は、様々な拗の中の一つの自己完結的な特

殊形式にすぎない【19】。

さて、ここで 『唐詩三百首』五律中での第一字拗、第三字拗、及びその

複合形式の出現回数を次の ような表にまとめてみる。

律聯

第一字のみの拗聯

第一 ・三字の複合拗聯

第三字のみの拗聯

拗聯の合計

灰起聯z

65

48

23

12

71

35

83

平起聯p

18

70

15

7

85

22

92

第一字拗を
含む聯

第三字拗を
含む聯

この表から次のことが確認できる。

(1)第一字、又は第三字、又はその複合等、何 らかの形で拗 している拗聯が、

かえって律聯よりも多い。

(2)第一字拗を含む聯がどこも拗 しない律聯 より多く、第一字拗がいかに軽

いかということがこれからも分かる。第一字拗の軽 さは単句次元でも同じ

傾向にあつた(押 韻句の第二字孤平を除く)。

(3)一字拗のみの聯 と第三字拗のみの聯 とを比べて も、また第一一字拗を含む

聯と第三字拗を含む聯 とを比べても、いずれの場合 も第一字に関する拗が、

第三字に関する拗 よりも多いと言える。 この点では単句次元で も、聯次元

で も同じ傾向である。

以上の三点は、単句次元で言えたことが聯単位で も言えるということか、

もしくは単句次元でその傾向にあった ことが聯単位でより顕著になったと

いうことである。
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(八)第 四字拗

第四字 目が拗すれば、二四不同の律句の基本原則が乱れる。従って第四

字拗は一般的に言つて重大なルール違反である。だか ら第一字拗、第三字

拗の全対数に比べると、第四字拗全体の出現数は一番少ない。但 し、特殊

な場合の第四字拗は認められている。所謂王力の子類特殊形式、丑類特殊

形式である。 しか もその特殊形式の出現回数はそれほど少な くはない。そ

の特殊形式はいずれ も単独の拗ではな く、拗 したら必ず第三字で救わなけ

ればならないという拗救方式である。本句内第三字で救 う本句 自救型(子

類特殊形式)は 、句単位でpa〔3・4〕 と表記でき、下句の第三字で救

う対句相救型(丑 類特殊形式)は 、聯単位でz〔4=3〕 と記 される。 し

かも両者 とも上句(非 押韻句)の 第四字だけの拗が許されている。それ以

外で第四字が拗す ることは極めて稀であるか、意識的に律詩の格律か ら離

れ ようとする古風式の律詩の場合にす ぎない。

いま第四字拗に関する句式が、四律句でどの ように出現するかを単句次

元に戻 してみると、つぎの表のようになる。ただ しこの表で律兆や王力を

()で くくつているのは、元来、聯単位で考察されたものを敢えてここで

単句単位に還元 しているからである。それらは拗句が単句で 自由に出現 し

うると考えているわけではないことに注意 してお く必要がある。

za〔4〕

za〔1・4〕

za〔3・4〕

za〔1・3●4〕

zb〔4〕

zb〔1・4〕

zb〔3・4〕

zb〔1・3・4〕

pa〔4〕

pa〔1・4〕

pa〔3・4〕

pa〔1・3・4〕

pb〔4〕

pb〔1・4〕

pb〔3・4〕

pb〔1・3・4〕

××○ × ×

○ ×○ × ×

× × × × ×

○ × × × ×

○○×○○
×○×○○

瓢
×○○○○

○○○○×

×○○○×

○○ ×Ox

×○ ×○×

× × × ×0

0× × ×○

× ×○ ×○

○ ×○ ×○

約2回 律兆(王 力)

約1回 律兆(王 力)

約1回 律兆(王 力)

約4回 律兆(王 力)

#1

0

0

0

約1回 ※王維 「終南別業」

0

約1回

約38回(律 兆 ・王力)

約6回(律 兆)

#2

#3

0

0

約1回 ※王維 「終南別業」

0

#4

#1〈 唐詩選中甚だ稀〉#2〈 唐詩選中50余 句〉#3〈 律詩に最 も少 し〉

#4〈 唐詩選中甚だ稀〉(以 上 〈〉内は鈴木松江前掲書の指摘)
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この表からまずpa〔3・4〕 を除いて、第四字拗がいかに少ないかが

わかる。なん らかの形で第四字 目を拗するものは 『唐詩三百首』では約19

句。第四字拗の中で突出するpa〔3・4〕 を入れても約56句 で、前述の

第三字拗 よりもさらに少なくなっている。

また上句と下句で極端な差があ り、下句での第四字拗は基本的に無いと

いつてもよい。表中で0と しか書いてない空 白の目立つ句式は、 『唐詩三

百首』にはゼロ、 『詩律兆』 も用例を載せず、王力 も拗救型として認めて

お らず、鈴木松江 も 『唐詩選』中か ら用例を出 していないもので、極端 に

用例の少ない ものと考えて よい。zp、pbの 下句の欄はほとん どそうい

う空白になっている。ただzb〔1・3・4〕 とpb〔3・4〕 に一例ず

つ出て くるが、 これは全篇平灰の乱れた、とて も律詩 とは認め難い例外的

な 「律詩」で、本来数に入れな くて もよいものである。このように第四字

拗は基本的に上句で出現 し、下句(押 韻句)で は出現 しないということに

なる 【20】。この点では今までの第一字拗 ・第三字拗が、用例は少な くとも
一応すべてのパ ターンで出現 しえたのとは異なる(× ○××○を除く)。

平起律聯の上句paの 第四字拗は、本句自救で拗救す る場合 しか認め ら

れていないが(子 類特殊形式)、 この表で もそのことがよく現れている。救

極 しない単独の拗であるpa〔4〕 は出現数ゼロで、右欄は空 白となって

いる 【21】。

第四字拗といつても、本句自救のpa〔3・4〕 が約38句 と圧倒的に多

く、対句相救型のza〔4〕 及びその派生型は8で 約五分の一弱にす ぎな

い。そのpa〔3・4〕 の出現数の多さは、zb〔1・3〕 、zb〔3〕

などの個別の第三字拗よりもかえって多いほどである。

次に第四字拗を聯単位で見てみる。 『詩律兆』に載せる句式、及び 『漢

語詩律学』が拗救 と して認める句式すべてを次表に掲げてみた。回数は

『唐詩三百首』のものである。

表中第一欄の対句相救型の第四字拗は、少な くとも下句の第三字で救 う

というz〔4う3〕 の要素があ りさえすれば、あと第一字拗 ・第三字拗は

どのような出現の仕方を しても自由である(こ の際押韻句の第二字孤平はあ

りえないので心配は無用)。それを簡潔な式で表す とz〔1w・3x・4-1

y・3〕(w,x,yは 任意に0または1)と 表記できる。このz〔4=3〕 のすべ

ての派生型が、王力と 『詩律兆』に認められているのは、前節で述べたよ

うに第一字拗、第三字拗の自由な発生の仕方か らして極めて妥当だと言え

る。

表中第四欄の本句自救型の第四字拗の基本型は、p〔3・4「0〕 であ
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z〔4-3〕

z〔4-1●3〕

z〔1・4「3〕

z〔1●4「1。3〕

z〔3・4-3〕

z〔3●4「1・3〕

z〔1・3・4-3〕

z〔1・3・4-1・3〕

z〔1●3●4-1・3・4〕

z〔4-0〕

z〔1・4-0〕

z〔3・4-0〕

z〔1・3・4-0〕

p〔3・4「0〕

p〔3・4-1〕

p〔3・4-3〕

p〔3・4「1・3〕

p〔1・3・4-0〕

p〔1・3・4-1〕

p〔1・3・4-3〕

p〔1・3・4-1・3〕

p〔1・3「3・4〕

× ×○ × ×、○00× ○

× ×○ × ×、 ×○○ ×○

○ ×○ × ×、COO× ○

○ ×○ × ×、 ×OO× ○

× ×× × ×、○○ ○ ×○

× ×× × ×、 ×0○ ×○

○ × × × ×、○○ ○ ×○

○ ×× × ×、 ×○ ○ ×○

○ × × × ×、 ×○ ○ ○ ○

××○ × ×、○○ × ×○

○ ×○ × ×、○○ × ×○

×× × × ×、○○ × ×○

○ × × × ×、○○ × ×○

○○×○ ×、×××○○

○○×○ ×、○××0○

○○×○ ×、××○○○

○○×○ ×、○×00○

xO× ○ ×、×××00

×OxO× 、○××○○

×○×○ ×、××000

×○ ×○ ×、○×000

×○ × × ×、 × ×○ ×0

約2回

0

0

約1回

0

1

0

約3回

律兆 王力

律兆 王力
律兆 王力

律兆 王力

律兆 王力
律兆 王力

律兆 王力
律兆 王力

約1回 ※

0律 兆

0律 兆

0律 兆

0律 兆

約18回

約20回

0

0

0

約4回

0

約2回

律兆 王力
律兆 王力

律兆

律兆
律兆

律兆

律兆 兆附
律兆 兆附

約1回 ※

※王維 「終南別業」

るが、 これも上と同じように、本句の第三字で救うという最低条件を満た

しておれば、第一字拗 と第三字拗は自由に出現 しうるはずである。それを

式で表すとp〔1w・3・4う1x・3y〕(w,x,yは 任意に0ま たは1)と

なる。 『詩律兆』がこの式で表 されるp〔3・4う0〕 の派生型すべてを

認めているのは、上の対句相救型の経緯か ら言つて も、前節で述べた第一

字拗と第三字拗の現れ方から言っても、極めて原則的且つ妥当である。こ

の点、王力は出現数の多いp〔3・4-0〕 とp〔3・4=1〕 しか認め

ていない。 これは、拗句を律詩 として認めるか否かは出現頻度の高 さが決

め手という考え方に拠るものであろうが、 『詩律兆』の原則的な処理の仕

方が初学者には受け入れやすい。やは り、すべての派生型を認めるほうが

よいであろう。

ちなみに 『詩律兆』のみが取 り上げるz〔1x・3y・4-O〕(x,y,は

任意に0又は1)は 第四字拗を救わない型である。 『詩律兆』 も非常に少な
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いとコメン トするが、第四字拗で救わないものも現実では絶無ではないこ

とを知 ってお くために、一応 ここに掲げておくことにする。

(九)第 五字拗

第五字は、これを拗すると句末の平灰交替や、一韻到底などの押韻の大

原則を破 り、たちまち律詩の資格を失つてしまう。だから律詩には普通は

第 五字拗はあ り得ない。但 し、首句入韻の詩の首句だけは例外である。

ところで首句入韻の詩の場合、これを句末の平灰交替が乱れるという点

に着 目すれば、特殊な第五字拗 と見なす ことも出来る。そこで首句入韻式

を、小論では便宜的に第五字拗の項で説明してお くことにする。

首句入韻の詩とは次のようなものである。

本来、灰起式の前半は、

××○○ ×、○○ ××○。(第 一聯)

000× ×、 ×××○○。(第 二聯)

となつているのだが、首句を入韻 させるためには、za律 句 ××○○ ×の

代わ りにpb律 句 ×××○○を持 つてこなければならない。すると前半は、

x× ×00、 ○○ ××○。(第 一聯)

○○○ ××、×××○○。(第 二聯)

となる。このとき第一聯だけ句末交替が乱れるが、二四不同、反法、粘法

などは守られている。平起式でも同 じ要領で、首句のpa律 句○00× ×

が、zb律 句○○ ××○ に入れ替わるにす ぎない。第一聯には必ず律句ど

うしを用いるのではあるが、句末交替が乱れるという点で律聯 としての組

み合わぜ方ではなくなるにすぎない。

このように見てくると、首句入韻の詩 というものを、首句第五字を拗 し

たためにもう一つの平声韻律句で一句全体をすげかえるとい う、特殊な救

極の方法を用いたものと言い換えることが出来るか もしれない。

(十)む すび

以上か ら、第二字 目、第五字目を拗すれば、律詩としての資格を失うが、

第一字拗はほとんど自由、第三字拗は基本的に自由、第四字拗 も半分強は

自由と言うことがわかつた。やや乱暴な言い方をすれば、律詩 といえども

第一字、第三字、第四字は拗 し得るわけである。このように律詩の平灰式

が ここまで揺 らいで くれば、一体律詩とはなにか、律詩たることの最低条
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件は何かということが問題になってくる。

ここまでの筆者の立論の基礎は、 『唐詩三百首』 と 『詩律兆』巻一巻二

であつた。 ここには一つ重要なことがあるが、それは失粘 した拗体は一首

もないとい うことである。そういう大前提の もとで第一字拗、第三字拗、

第四字拗が比較的ゆるやかに認め られていたのである。

ところが 『唐詩選』や 『詩律兆』巻三には、失粘 した拗体が律詩として

も収められている。それ ら拗体の詩は、聯単位で見ると、二四不同、反法

がほぼ完全に守 られたきれいな律聯で、単句単位でみて も、拗 したにして

もおおむね第一字拗(た まに第三字拗)ま でで、かな りきれいな律句であ

る。つま り 『唐詩選』や 『詩律兆』巻三が失粘の拗体を律詩 と認める時の

条件は、律聯 ・律句が基本的に出来あがつているということである。

以上のことか ら律詩の最低条件には次の二つの場合があると言える。

第一の場合は、第二字 目と第五字目が拗 しないなら、つまり反法 ・粘法・

句末交替がきちん と守 られていれば、あとは第一字、第三字、第四字はど

うであっても律詩 として認められるということである。極端に言えばそ う

なるのだが、もちろん押韻句の第二字孤平や第四字拗は可能な限り救われ

ていなければな らない。言い換えれば、第一字拗、第三字拗、第四字拗の

激 しい拗句が律詩として認め られるためには、最低、反法、粘法は しつか

り出来ていなければならないということである。

第二の場合は、上 と逆に反法、二四不同、句末交替が守られておれば、

つまり律聯、律句の基本条件が満たされていれば、その律聯の結合の仕方、

即 ち粘法が乱れていても律詩(あ る特殊な拗格)と して認め られるとい う

ことである。言い換えれば、失粘体が律詩 として認められるためには律句、

律聯が しつかり出来ていなければならないのである。

ここで、上の二つを時代の流れのなかで、おおざっぱに捉えれば、第二

の場合の律句、律聯 は出来ているが粘法は ダメというのは、初唐(斉 梁)

か、もしくは後に初唐風をまねた もので、第一の場合の粘法は出来ている

が拗句が多すぎるとい うのは、盛中唐以降というように言えるであろう。

後に意識的に律詩の格律をくずす ことがあると言って も、それは上の第一

の道か、第二の道かの二つ しかない。唐詩の選集の基準が編者によつて異

なるのも、畢寛 この二つの立場の違いによる。

さらに第一の道 と第二の道の最大公約数を取 り出すと、反法と句末交替

が出て くる。聯単位でこれが守られていないと律詩でなくなると考えてよ

い。律詩のエッセンスは律句にあるよりは律聯に、 しか も一聯内の二五の

問題に還元 されてくる。二五の平灰が重要だということは、五律が句法上、
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二 ・三で切れ る ことと対応 して いるであ ろう し、 この ほかに も五言律詩

の成 立 ・構造 を考 え る上 で、何か重大 な示唆を与 えてい ると思われ る。 こ

れ らについて は、今後 の課題 と した い 【22】。

(一九九二年八月三十一 日)

〔注〕

【1】松尾善弘氏 も既にこの点について 「基本型を図式化する時に、平でも灰で もよ

いという代用印(○ など)で 説明するのは却って読者の理解を妨げ混乱 させる

もとになりかねない。まずは基本型を明示 し、実作の際に起こりうるさまざま

な変化型は付帯的に補足説明すればいいのであつて、この両者を一挙に図示 し

ようとするため却ってわか りに くくしている嫌いがある。言い替えると、これ

までいわば平灰について整然たる解説がなされてこなかったことの一つの証左

でもあるのだ。」(「近体詩の平灰式と対句法について」『鹿児島大学教育学部

研究紀要/人 文 ・社会科学編』第三九 一九八七年三月)と 述べ られており、

私は氏の方法に大賛成である。ただ、氏は押韻字を◎や。の記号を用いて他と

区別しておられるが、私はそれも必要ないと考える。なぜなら、基本型の場合、

偶数句末は当然韻脚であ り、首句入韻の場合も首聯の上下句末が同じ場合は、

自ずと首句入韻だとわかるか らである。よって、近体詩平灰式の基本型を示す

場合、平声と灰声を表す二種類の記号があれば、十分だということになる。

【2】飯 田利行 『漢詩入門韻引辞典』(柏 書房 一九九一年)八 五頁 但 し小論では

一聯を一行とした
。

なお、記号を用いた平灰配置の図式化は、王士禎 『律詩定体』に始まるとさ

れる(啓 功 『詩文声律論稿』四頁)。 その後には、趙執信 『声調譜』、 『声調後

譜』、翠輩 『声調譜拾遺』、董文漢 『声調四譜図説』などがあるという(蒋 紹愚

『唐詩語言研究』四七頁)。

【3】また例えば、簡明勇 『律詩研究』第十四頁(文 史哲出版社 一九九○年)で は、

五言灰起正格(前 四句)は 、

+1× う 「、×一 口 「。+一 × 目 、+1:一 一。

(「は平、 「は灰、十は平灰互換可能、×は必ず平で互換不可、:は 必ず灰で

互換不可)と 図式化される。

【4】王力 『漢語詩律学』(香 港中華書局版 一九七三年)第 七節～第九節、九十頁、

一○八頁。

【5】反法、粘法、句末交替の原理以外に、四律句の一二同、二四不同、三五不同の

原理を知っておれば、この四律句は丸暗記 しておかずとも、自動的に導き出す
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ことはできる。 しか し、この方法はやや時間がかか り実用的とは言えないので、

ここでは採用 しないことにする。

【6】この場合、五律は原則として平声韻なので、上句末に灰声字が、下句末に平声

の韻字が来る。従つて、上下句を入れ替えた

のような聯は普通は存在 しない。また首句が韻を踏む場合が稀にあるが、その

時は首聯のみが、

となる。このように首句入韻の型は句末交替の原則が乱れるので、第五字拗の

ところで、例外事項 として取 り扱 うことに し、ここでは拗句を検討する際の基

準となる、完壁な律詩の原則をまず しつかり押さえることを課題とする。

【7】第二字 目と第四字目の両方に着目する説 もあるが、第四字 目は後述するように

拗する場合があるので、第四字 目は含めない方がよい。これは次の粘法の場合

も同じである。

【8】王力は四律句をabABで 表わ し、大文字は平声句末、小文字は灰声句末、a

Aは 灰起、bBは 平起とする。蒋紹愚 『唐詩語言研究』(中 州古籍出版社、一

九八九年)は 、五律の基本である灰起絶の構成律句を、そのまま順に甲乙丙丁

と命名 している(二 二頁)。 これらはいずれも句単位で、四律句にそれぞれ特

定の背番号を振 り分けるやり方である。 しか しこの方法よりも、律詩はまず聯

単位でとらえる方が、先にも触れたように、より効率的である。律詩の基本的

な構成要素が、実際には律句であるよりも律聯であることは、 「むすび」の所

でもふれている。

【9】 『唐詩三百首』は、邸鰹友注訳 『新訳 ・唐詩三百首』(三 民書局 一九八一年)

を用いた。

なお表中のza、zb、pa、pbで それぞれの総計が違って くるのは、

〔3・4〕 、 〔1・3・4〕 など第四字拗関係を入れていないからである。

【10】平起律聯をつくるpa〔 ○○○ ××〕とpb〔 ×××○○〕について見ると、

純粋な律句の出現数よりも第一字拗のみの拗句の出現数のほうが多い。これは

純粋律句でありながらも、その句式が不安定で、模範句式としてはあまり拘束

力が無いことを意味 している。その拗 し方を見てみると、いずれも平または灰

が三連する リズムを壊す方向にあることがわかる。これは、五言律句○○○x

x、 ×××○○の平灰 リズムが成立する時点で働いた美学的原理が、後の運用

では忘れ られがちであることを示唆 している。 これは第四字拗の子類特殊形式
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についても同じである。

【11】王力、前掲書、九九頁

一方、蒋紹愚は、習輩 『声調譜拾遺』と中井竹山(積 善)『 詩律兆』から十

一例を拾い上げている(前 掲 『唐詩語言研究』五三頁)
。また鈴木松江(櫨 玄

淳)『 唐詩平側考』巻上(鳳 出版、 日本詩話叢書第一巻所収)は 、 『唐詩選』

の五言の律 ・排律 ・絶句、 「凡そ一百八十余首の中、この病を犯す者一句も見

ず」、 『唐詩品彙』でも 「五言絶、灰韻を除いて、其余四百余首の内、此病僅

か一、二句のみ」 と言う。(但 し、江戸漢詩人にはこの病を犯す ものが少ない

ないという)

【12】王 力、前掲書、八五頁

ちなみに拗句のzb〔1〕 ×○ ××○を 〈孤平〉と呼ぶのが本来的な呼び方

であるが、下三字の孤平などと広い意味で用いている人も少なくない。小論で

は、平が灰に挟まれている状態を広く指 して孤平と呼ぶことにする。

【13】松尾幸忠氏の労作 「杜牧七言律の特色」(『中国文学研究/早 稲田』第十三 一

九八七年十二月)の 調査結果を参照させてもらえば、特別に破格の多いと言わ

れ る杜牧で も、五律の失対(第 二字 目)は 、次の一例のみである。 「秋岸」

(『全唐詩』巻五二四)の 第一聯 「河岸 微 退落、柳影 微 彫疏」○ ×Ox× 、

××○○○p〔2う3〕 第二聯以降は、z〔1-0〕p〔1う0〕z

〔1-O〕 となり、きれいに整っている。

【14】王力の失対七例を検討 してみると、本文で取 り上げた儲光義 「京 口 送別 王四

誼」と杜甫 「憶弟」の他、王維 「闘題」は、絶句であって律詩ではなく、章応

物の 「簡盧防」と 「新秋 夜寄 諸弟」は、あまりにも失対がひどす ぎて、ほと

んど律詩と認めることが出来ず、劉禺錫の 「春有情篇」は楽府体だから除外す

べきで、 「送 河南 皇甫少サ 赴 経州」は本集に拠れば文字の異同があって失

対 とならない。このように実際には七例中、失対は儲光義 ・杜甫の詩だけとな

る。しかも儲光義は律詩と認め難いので、失対 した律詩というのは杜甫だけと

なる。

【15】これは通説となつているのだが、以下の論著が特に参考になる。高木正一 「六

朝における律詩の形成」(『日本中国学会報』第四集 一九五三年)高 島俊男

「初唐期における五言律詩の形成」(『日本中国学会報』第二五集 一九七三年?)

松原朗 「初唐期における五言排律の形成をめぐって」(『中国詩文論叢/早 稲

田』第一 一九八二年)徐 青 『古典詩律史』(青 海人民出版社 一九八二年)

楮斌傑 『中国古代文体概論(増 訂本)』(北 京大学出版社一九九○年)

【16】鈴 木松江の調査によれば、pb〔3〕 ××○○○が 『唐詩選』五律67首 中2首

のみ、pb〔1・3〕 ○ ×○○○が排律中で1首 のみということになる。
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【17】同 じ句式なのに、詩律兆と詩律兆附の両方が記 してあるのは一見矛盾するかの

ようであるが、中井積善はそれぞれの句式をどの聯で出現するかで細分 してい

るためである。例えば、p〔1「1・3〕 、p〔0-1・3〕 、p〔0-3〕 、

の起聯は詩律兆本篇に収録され、頷聯は篇末の詩律兆附の項に収録されている

という具合である。また下三平か押韻句の第二字孤平は、おおかた詩律兆附に

入れられている。

【18】このことは、第四字拗の対句相救型z〔4-3〕 の上に、第一字拗 と第三字拗

を対句相救的に重ね合わせたz〔3・4「1・3〕(公 認)で も言える。 〔4

-3〕 の時は、××○ ××、○○○ ×○ と、平灰の均衡が5:5に 保たれてい

たのが、 〔3-1〕 を重ね合わせた結果、×××××、×○○ ×○とな り、平

灰が3:7に なってしまつている。

【19】啓功氏 も 「拗→救」という通説に懐疑的で、次のようなユニークな考え方を し

ておられる。……拗救 とは言って も、実際は下句自身 も拗 しているのだから、

上句を救うことなど出来ない。拗の程度が 「倍」になったという方がより適切。

下句も拗すれば、上句の拗をあまり目立たなくさせる……。(注 【2】前掲書七

七頁)

【20】ただ し、まれに押韻句で も出現することがある。それは、 ×××○○、○○ ×

×○で始まる灰起式首句入韻型の上句の押韻句においてである。 『唐詩三百首』

では、孟浩然の 「望 洞庭湖 贈 張丞相」、 「歳暮 帰 南山」など。

【21】子類特殊形式の基本型はpa〔3・4〕 で、第四字 目を拗 した ら第三字目で救

うのが原則である。表中のpa〔1・4〕 は、杜甫の 「奉済駅 重送 厳公 四

韻」の第二聯 「幾時 盃 重把、昨夜 月 同行」〔×○○○ ×、×××○○〕。第

四字目の拗を第一字目で救ってお り、特異な例である。恐らく杜甫 自身の新 し

い格律を目指そうとする意欲的試みであろう。なお子類特殊形式については、

高島俊男氏の 「律詩の 『子類特殊形式』について」(『東方学』第四〇 一九七

○年)が ある。

【22】なお絶句の平灰分布の調査については金子真也氏の 「五言絶句の平灰について」

(『中国語学』第二二九 一九八二年十一月)「 統計的にみた七言絶句の平灰に

ついて」(『人文学報(東 京都立大学)』 第一六六 一九八四年三月)が ある。

近体詩の平灰、拗救を論 じた文献は非常に多いと思われるが、私が参照 しえ

たのはそのほんの一部に過ぎない。文献検索については、一部、京都大学大型

計算機センター提供のCHINA3(京 都大学人文科学研究所附属東洋学文献

センター編)を 使用させていただいた。記 して、感謝の意を表 します。また貴

重な助言を戴いた加藤国安氏にも御礼申し上げます。
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